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はじめに

道では、すべての職員が、互いの個性を尊重し

て支え合い、長期間にわたり意欲と能力を発揮

できる職場づくりに向け、職員への障がいに関す

る理解促進や、障がいの特性に応じた支援体制

や勤務環境の整備など、総合的かつ計画的に障

がいのある職員の活躍推進に取り組んでいます。

このガイドブックは、障がいのある職員の一層

の活躍推進に資するため、道が実施する取組や

各所属における好事例などをまとめたものです。

これらを参考に、誰もが働きやすい職場づくり

を進めていきましょう。
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「障がい者活躍推進計画」について

Ⅰ 取組編

01 4

｜「北海道職員に係る障がい者活躍推進計画」

｜取組期間

道庁で働くすべての職員が、互いの個性を尊重して支え合い、
長期間にわたり意欲と能力を発揮できる職場づくりに向け、
支援体制や勤務環境の整備などに取り組むために策定

令和７年度～令和１１年度 （５年間）

• 計画の概要と本文

• 毎年度の計画の取組状況

について、北海道のホームページで公表しています。
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/jnj/shougai.html

｜道ホームページでの公表

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/jnj/shougai.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/jnj/shougai.html


障がい者活躍推進計画 － 数値目標

Ⅰ 取組編

02 5

｜数値目標

採用に関する目標

区分 目標

各年６月１日時点における障がいのある職員の雇用率
を法定雇用率以上とする。

（令和８年３月現在の法定雇用率は2.8%）

定着に関する目標

障がいのある職員の採用後１年の定着率を１００％と
する。

（本人の都合による離職や体調悪化等による離職者を除く）



障がいのある職員の支援体制

Ⅰ 取組編

03 6

➢ 相談窓口
… 各部（局）、各（総合）振興局及び人事課に相談窓口を設置

➢ 職場におけるサポート
… 上司や同僚が業務内容や職業生活に関する身近な相談に応じるほか、

日常的なサポートを行う

➢ 外部の関係機関との連携
… 障がいのある職員の採用や職場定着などを推進するため、外部機関と連携



１on１ミーティング

Ⅰ 取組編

04 7

障がいのある職員から「１on１ミーティング」の希望があった場合は、
直属の上司である管理職員等と実施します。

｜「1on1ミーティング」の実施

職員間のコミュニケーションの活性化や管理職員のマネジメント能力の向上、
部下職員の職場における心理的安全性の確保を図り、生産性の向上や職員の
離職の防止につなげるため、令和６年度から若手職員を中心に実施しています。

「1on1ミーティング」について



合理的配慮の取組①

Ⅰ 取組編
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障がい者と障がい者でない者との均等な機会や待遇の確保、障がい者の能力の有効な
発揮の支障となっている事情を改善するために必要な措置のことです。

｜「合理的配慮」とは

措置を講じるに当たっては、障がいのある職員からの要望を踏まえつつ、共に解決策を
検討する「建設的対話」を重ねながら、過重な負担にならない範囲で適切に実施すること
としています。

｜「建設的対話」について



合理的配慮の取組②

Ⅰ 取組編
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｜合理的配慮の一例

すべての障害
に共通

• 業務指導や相談に関し、担当者を定める
• 本人のプライバシーに配慮した上で、他の職員に対し、障がいの内容や必要な配慮等を説明する
• 出退勤時刻、休暇、休憩に関し、通院や体調に配慮する など

視覚障害
• 拡大文字、音声ソフト等の活用により

業務が遂行できるようにする

聴覚・
言語障害

肢体不自由

内部・難病に
起因する障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能
障害

• 業務指示や連絡を筆談やメール等を
利用する

• 移動の支障となる物を通路に置かな
い、机の配置や打合せ場所を工夫する

• 本人の負担の程度に応じ、業務量等を
調整する

• 本人の習熟度に応じて業務量を
徐々に増やしていく

• 本人の状況を見ながら業務量等を
調整する

• 業務指示やスケジュールを明確にし、
指示を一つずつ出す

• 仕事内容等をメモにする、
写真や図を多用して作業手順を示す



合理的配慮の取組③

Ⅰ 取組編
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障がいのある職員が勤務するにあたって必要となる合理的配慮等を把握し、
各職場等で配慮や支援を行うための取組です。

｜職員活躍・配慮事項等確認シート

• 管理職員は、障がいの状況及び
配慮事項等について、キャリア
申告制度などを活用して申し出
た職員に対し、本取組の実施の
希望を確認することとしていま
す。

• 本取組は障がいのある職員の
希望に基づき実施するもので
あるため、強制ではありません。



合理的配慮の取組④

Ⅰ 取組編
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《例》手話通訳など、配慮が必要な方は、○月○日までにご連絡ください。

職員向けの会議や研修会を開催するに当たり、合理的配慮が必要な場合は
申し出るように開催通知に記載することとしています。

会議等に出席する職員から、合理的配慮の提供の申出があった場合には、
必要な措置を講じることとしています。

《例》視覚障がい、肢体不自由の場合 → 入口から近く、座りやすい優先席の確保
聴覚障がいの場合 → 意思疎通支援者（手話通訳者など）の配置
肢体不自由の場合 → 車椅子席の設置、十分な通路幅の確保、配線等の養生

｜職員向けの会議等における合理的配慮について



合理的配慮の取組⑤

Ⅰ 取組編
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障がいのある職員が、業務上、自身の意思を相手方に伝達することや相手方の

意思を正確に把握するために必要な意思疎通支援者（手話通訳者など）の派遣に

係る費用について、所属長からの申請に基づき人事課から配当しています。

｜意思疎通支援者の派遣に係る費用について

• 職場研修における手話通訳
• 職員向け研修、説明会における手話通訳

など

これまでの主な実績



合理的配慮の取組⑥

Ⅰ 取組編
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｜合理的配慮の提供に係る物品の購入

※職員が日常生活においても使用する物品を除く。

障がい区分 物品名 必要とする理由

肢体不自由

視覚障がい

ハンズフリーヘッドセット

パソコン音声化ソフト

手に障がいがあり、電話を受けながら書類を探すのが困難なため

モニターを拡大して文書を読んでいるが、時間がかかり効率的ではないため

広汎性発達障がい イヤーマフ 音に対する感覚過敏がある職員が、業務に専念できる職場環境を整えるため

これまでの主な実績

肢体不自由 昇降式テーブル 事務机は天板の高さを調節できず、車椅子に乗って使用するには低いため

障がいのある職員から合理的配慮の申し出があった、業務の遂行または緊急時の避難に

当たり、所属長が必要と認める物品の購入予算について、所属長からの申請に基づき、

人事課から配当しています。

視野障がい デスクルーペ 書類の確認時に小さな数字が見えにくいため



合理的配慮の取組⑦

Ⅰ 取組編
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｜電話リレーサービスの利用

電話リレーサービス財団
Webサイトより

これまでの実績

庁内に複数名の利用者
がおり、令和6年度に
総務省からインタビュー
を受け、事例として公開
されています。

https://www.soumu.go.jp/info-accessibility-
portal/assets/documents/telecomrelay/service/
examples_of_corporate_use.pdf

聴覚や発話に困難のある職員がテレビ電話や文字チャットを通じて手話通訳オペレータ等を

介し、通話の相手方との意思疎通を可能とする「電話リレーサービス」について、必要な職員

が利用できるようにしています。

https://www.soumu.go.jp/info-accessibility-portal/assets/documents/telecomrelay/service/examples_of_corporate_use.pdf


Ⅱ 好事例編



A課

Ⅱ 好事例編

01 16

｜障がいの状況等について、本人了承の上、課内に共有

• 「職員活躍・配慮事項等確認シート」に
より、自身の障がいの状況等について、
係内や課内全員に共有してほしいとい
う申し出があった際の、周知方法のひ
とつとして考えられます。
（シートの詳細は１０ページ）

• 障がいの状況等を課内に共有すること
で、周囲の職員と本人とのやりとりが
増え、コミュニケーションがより深まり
ました。

【件 名】 障がいのある職員（A課内）への配慮事項等
について（取扱注意）

【差出人】 代表課長補佐
【宛 先】 課内全員

期首面談のタイミングで、課内の障がいのある職員から
次のとおり話を聞いておりますので、状況を見つつ、
仕事をお願いするなどしてください。

《aさん》

○障がいの状況
・高次脳機能障害（物事を覚えるのに時間がかかる）

○配慮事項等
・業務指示を受けた際にメモを取る時間を配慮して欲しい。
・指示内容の確認を複数回する可能性がある。
・業務指示は可能な範囲で、文書やメモでいただきたい。
・エクセルや関数を使う作業もできる（得意）。

メールの送信イメージ
ココがポイント

障がいのある職員の障がいの状況・特性や、配慮事項などについて、本人の了承を得た上で、
課内全員にメールで共有することで、業務のやりとりをより円滑にできるようにした。



Ⅱ 好事例編
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｜合理的配慮の提供に係る物品の購入により、業務をスムーズに

B課

片手に障がいのある職員が、電話応対時にメモが行いやすいよう、ハンドフリーのヘッド
セットを購入することで、電話応対をスムーズに行うことができるようになった。

• 職場としても、電話応対ついては配慮
していましたが、ヘッドセットの購入後
は、電話応対業務にも積極的に取り組
んでいます。

• 異動の際も、こうした配慮について引
き継ぐことで、本人が次の部署でも
安心して勤務できると
ともに、周囲の職員も
スムーズに受け入れ
体制を整えることが
できます。

• 使用前は、受話器を頭と肩で押さえて
対応していたので、腕を動かしづらく
書類の確認やメモを取ることに不便を
感じていましたが、使用後はその点が
解消され電話応対がスムーズになりま
した。

• セットに少し時間を要するため、短時間
で済みそうな電話内容であれば使わな
いこともあります。

職員の声 ココがポイント



Ⅱ 好事例編
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｜チェックシートを活用した業務の切り出し

C課

口頭の指示だけでは理解をすることが苦手な職員からの申し出により、事務作業を進める
際のチェックシートを作成したところ、作成前と比較し、円滑に業務を進めることができた。

• 工場等の生産管理で活用する「動作分析」
を参考とし、口頭で指示してしまいがちな
【動作】を記載することがポイントです。

• 「封筒から書類を出す」、「目の前に置く」、
「チェックシートを見る」、「１枚目の○○を
探す」、「あったらクリアファイルにはさむ
「なかったら２枚目を探す」、「2枚目の△△
を探す」……など、【動作】を記載しました。

• 障がいのある方に限らず、
新採職員等に新しい業務を
教える時にも活用できます。

ココがポイント

• 作業を教わる際、人によってやり方が異
なることで、どのやり方が正しいのか
迷ってしまい、それだけで疲れ果ててし
まうことがありました。

• そのことを周りに相談したところ、ひと
つひとつの手順がわかりやすくなるよ
う、チェックシートを使ってみようと提
案がありました。

• チェックシートを使ったことにより、細か
い作業手順が一目で見て分かるように
なり、口頭で指示を受けていたときと比
べ、作業効率が向上しました。

職員の声



Ⅱ 好事例編
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｜特性に合わせた業務マニュアルを作成

【マニュアル作成時に注意したこと】

• 概要欄に、どの業務に使用するデータ処
理なのか記載することで、作業目的を明
確にしました。

• 作業内容をできるだけ具体的に記載し、
注意点や記載例を作成して、わかりやす
い作業指示としました。

• 作業ペースを担当と相談して、マニュア
ルに反映しました。また、不明点を相談す
る担当者を記載して、相談しやすいよう
に配慮しました。

ココがポイント

• 手元にマニュアルを置いておくと、
分からない事があっても
いつでも見返すことができ、
安心感に繋がっています！

職員の声

D課

記憶が苦手という職員の特性に合わせた業務マニュアルを作成し、
円滑に業務を進めている。



• 「電話リレーサービス」は、
オペレータを介し、通話の相手方との
意思疎通を可能とするサービスです。
（詳細は１４ページ）

• サービスを導入したことで、きこえない職
員が自身で完結できる仕事の幅が広がり
ました。また、同僚に電話をかけてもらう
機会も減り、負担軽減にも繋がりました。

• 利用者が自信や自己肯定感を獲得でき、
仕事に対するモチベーションや責任が増
したことも、大きな効果でした。

Ⅱ 好事例編
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｜電話リレーサービスの活用

• 自身で電話をかけられるようになったこ
とで、メールでは伝わらない相手の意図
を理解することが容易になりました。

• 自身で問題解決ができるようになり、
非常に難しい一方で、伝えるコツ、瞬時
の判断や正確性など臨機応援に対話
する思考が必要不可欠となり、さらに責
任ある発言を意識するようになりました。

• この責任感をモチベーションとして、
新しい業務にも挑戦して
いきたいです。

職員の声

E課

ココがポイント

聴覚に障がいのある職員が電話リレーサービスを活用することにより、
自信や自己肯定感を獲得し、仕事へのモチベーションと責任感が増した。



総務部人事局人事課


